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令和７年度 学力向上を図るための全体計画 

学校名 墨田区立両国小学校 

校長名 山崎 隆 

１ 本校の学力に関する状況 

（１）墨田区学習状況調査結果から 

成  果 課  題 

・全ての学年、領域で全国平均をほぼ上回る。 

 特に第４学年は、４教科ほぼすべての観点で全

国平均を 10Ｐ以上上回る。 

・観点別で状況が良いのは、国語の「思考・判断・

表現」、社会の「知識・技能」「思考・判断・表

現」、理科「思考・判断・表現」で、全学年で

全国平均を 5Ｐ以上上回る。算数「思考・判断・

表現」は４つの学年で全国平均を５Ｐ以上上回

る。 

 

・基礎・活用別では、全ての学年で全受検教科の

平均正答率で全国平均差が基礎より活用が上

回る。 

・教科全体の経年変化で伸びているのは、４年国

語・社会・算数・理科、５年社会である。 

・Ｄ・Ｅ層の割合の経年比較では、２年国語・算

数、４年全教科、５年社会・算数、６年社会・

理科で減少している。特に４年社会・理科は

18Ｐ～20Ｐで大幅に減少している。 

 

→６年理科の「知識・技能」平均正答率は全国平

均とほぼ同じで、他の教科と比較して数値が低

い。 

・領域別で、国語「書くこと」の平均正答率は、

２、３、４、６年では全国平均より 15Ｐ程度

上回るが、５年では３Ｐ程度にとどまる。算数

においては、３、５年「データ」、２、３年「数

と計算」で３Ｐ程度にとどまり、他領域に比べ

て低い。６年理科「生命・地球」で全国平均と

同程度である。 

→基礎・活用別では、５年社会で基礎より活用が

下回る。 

 

→それ以外はプラス、マイナス１Ｐ程度で推移し

伸び悩んでいる。 

・同比較、３年国語・算数、５年国語・理科、６

年算数・英語では上昇し、割合の減少に至って

いない。 

 

（２）意識調査結果から 

成  果 課  題 

・「テストで間違えた問題を後でやり直している」

の肯定率は２～５年で 84.0Ｐ～91.4Ｐの範囲

内で、全国平均を上回る。 

・「ノートの取り方について自分なりの工夫をし

ている」の肯定率は５年 83.1Ｐ、３年 80.2Ｐ

で、全国平均より 7.5Ｐ上回る。 

・「タブレット端末等を使って話合い活動が深ま

る」の肯定率は４年 65.4Ｐ、５年 73.4Ｐ、６

年 78.8Ｐと学年進行に伴い上昇傾向にある。 

→６年で 72.5Ｐと全国平均を２Ｐ下回る。取り

組みを徹底し習慣化を図りたい。 

 

→４年の肯定率は 69.1Ｐで、５年より 14Ｐ、全

国平均より 1.1Ｐ下回る。 

 

・「考えたり頭を使ったりすることがすき」の肯

定率は４年 59.3Ｐ、５年 65Ｐに対して、６年 51.3

Ｐと 5割台前半にとどまる。 



 

・「話合いをするとき自分の意見を積極的に発言

している」の肯定率は５年 74.7Ｐ、６年 75.0

Ｐで、ともに全国平均を上回る。 

・「友達の意見を聞いて新しいことに気付いたり

自分の考えが深められたりして面白い」の肯定

率は６年 73.8Ｐで、全国平均を 6.5Ｐ上回る。 

→４年の肯定率は 65.4Ｐで、５年より 9.3Ｐ、 

全国平均より 6Ｐ下回る。 

 

・「不思議だな、どうしてだろうと思ったことを

調べている」の肯定率は、学年進行とともに低

下し、３年 70.4Ｐに対して６年 57.5Ｐである。 

 

（３）墨田区学習状況調査や意識調査以外から明らかになっている学習に関する状況 

  

成  果 課  題 

・話すことに自信をもてるようになってきてい

る。校内研究の常置活動として朝学習の時間に

ペアやグループでの話し合い活動に定期的に

取り組んだことがその要因と考えられる。 

 

 

・学習のまとめで、条件付き作文指導をするなど、

自分の考えをもつ、表現することなどを重視し

た学習を繰り返し実施したことで、書く活動へ

の抵抗感が少なくなってきている。 

 

・算数の基礎基本の力がついてきている。朝学習

やピンポイント学習、授業中の習熟を図る場面

で、ふりかえりシートを活用して繰り返し復習

を行ったり、計算練習を行ったりした。 

 

・ＤＥ層の減少が見られる。ミライシードやふり

かえりシートの継続的活用や、特に社会科、理

科においては地図帳の活用やグラフや図表の

読み取り方の確認を丁寧に行ったことが要因

だと考えられる。 

 

・ほとんどの児童が宿題を提出することができて

おり、家庭で学習する習慣が身に付いている児

童が多い。 

 

→自信をもって発言する児童と、そうではない児

童がいるので、発問や発問前の机間指導を工夫

していく必要がある。 

→活発に発言するが思いつきの発言も多く、考え

をよりよくしたり深めたりすることが苦手で

ある。 

・時間内に課題をやりきることを繰り返し指導

し、最後まで粘り強く取り組むことができるよ

うにしていきたい。 

 

 

・教科ごとの正しい語彙や学習した用語が定着し

ていない。 

 

 

 

・情報の整理や関連付け等、複数の資料をどう扱

うかの指導を重視していくことが必要。 

 

 

 

 

→一部の児童が家庭で宿題に取り組むことがで

きていない。休み時間や放課後の時間を利用し

て補習を行い、学力の定着を図りたい。 

→作業的に取り組むのではなく、自分の力が伸ば

せるように丁寧に取り組もうとする姿勢を育

てていく必要がある。 

 



 

２ 本年度の学力向上に関する主な取組 

上記の状況を踏まえ、本校がこれまで継続してきた「両国小・学力向上６つのチャレンジ」を年

度始の保護者会で提示し、全校で取り組む。ＰＴＡや地域の方にご協力いただき、全学級の児童机・

椅子の脚部分にテニスボールを装着し、消音効果を高めて聴覚刺激を低減し、学習に集中できるよ

うにした。 

 

 

全学級で取り組んだはずであるが、「いつもやり直している」という意識の児童は学年進行するに

つれて低下している。「やらなくても済んでいる」状況があり、個人差・学級差が生じている。第５・

第６学年においては、直すだけでなく、誤答の原因を分析させ、そのためにどのような学習が必要

なのか、主体的に計画を立てられるように指導する。 

 

 

３年生以上は一人一冊、自分の国語辞典が教室内にあり、国語以外の時間にも必要な時には使え

るようにしているとともに、家庭にも呼びかけ、辞書に親しむ環境を整えている。高学年の児童の

語彙力は極めて高いので、他学年にも波及できるように、さらに習慣化するよう指導する。低学年

については自分で辞書を引くことが難しいので、学級で語彙を増やせるような活動を行っている。 

 

 

「いつでも地図帳を」を呼びかけ、机の中にいつでも地図帳を入れておき、社会科の授業に限ら

ず地名を見たらすぐに地図帳で調べるようにしている。また、タブレット端末で地図パズル等のア

プリを使えるように環境を整え、児童が楽しく地図に触れる場面を増やすようにする。地球儀も身

近に置き、活用を図る。 

 

 

これまでと同様に「理科実験ＯＪＴの実施」「理科室及び準備室等の環境整備」等、理科学習の充

実を図る。特に「理科実験ＯＪＴの実施」においては、実験における安全管理を最大の重点としつ

つも、理科の問題解決型学習の進め方についても共通理解を図り、授業力の向上を目指す。 

 

 

「両国小 板書・ノート作りの手引き」を学力向上委員会と国語・社会・算数・理科担当が協働で

作成し、全教員に配付された。その手引きをタブレット端末内で常時閲覧でき、授業改善に活かす

ことで、全学年の板書やノート指導が充実してきた。さらに、加除修正を加え共通理解を図る。 

 

 

各学年の苦手分野を朝学習で一斉に取り組む「ピンポイント学習」（月１回）を確実に実施したこ

とにより、学力状況調査の結果に結びついた。調査結果の分析を基に苦手分野を明らかにすること

とともに、全学級が同時に「ピンポイント学習」に取り組み、継続することが更なる成果を生み出

すことになる。 

 

（１）必ずテスト直しをすること（高学年では自己分析と学習計画も） 

（２）辞書をいつでも引けるようにすること 

（３）地図帳をはじめ様々な地図や地球儀等を活用すること 

（４）理科実験ＯＪＴ及び理科室や学校園等の理科学習の環境整備 

（５）「両国小 板書・ノート作りの手引き」の活用と加除修正 

（６）「ピンポイント学習」の継続実施 



 

 

 

校内研究では、研究主題を「自分の考えをもち、伝え合う児童の育成」、副主題を「『ひと・まち・

つながる』学びを通して」とし、研究を深めていく。本校では「伝え合う力」を「互いの立場や考

えを尊重し、言語を通して正確に理解したり適切に表現したりする力」と定義し、生活科、社会科、

総合的な学習の時間で授業研究に取り組む。また開校 150 周年と関連し、地域の人的・物的資源

を活用しながら、地域連携の様々な取組を進める。教科等横断的な視点で組み立てたカリキ

ュラム・マネジメントを推進することができるようにする。 

 

３ 「令和８年度 墨田区学習状況調査」における目標 

（１）目標 

 

 

 

 

（７）校内研究の取組 

・Ｄ・Ｅ層をＣ層に引き上げること。Ｂ層の上位をＡ層に引き上げること。  

・意識調査において、「テスト直し」「自分で調べる」の完全定着を全学年８割以上に高めること。  

・令和７年度の学習状況調査で平均正答率が低かった問題を「ピンポイント学習」で克服すること。 

 

・ 

・ 


